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個々の意見を積極的に表
出できる場を構築しまし
た。
内部研修は継続し行え、
質の向上に努めました。

情勢鑑み外部研修が推し
進められませんでした。

稼働率 98.0％以上

入所及びショート待機者
の確保

入院日数の最小限化
 

円滑な入退所

人件費の意識

①

②

③

④

⑤

家族会の実施

利用者様、家族様とのコ
ミュニケーションを図りな
がらの強い協力体制づく
り

家族様向け認知症の勉
強会

①

②

③

①

②

➂

④

モバイル端末活用で効率
化が図れています。より
効果的な効率化を目指し
ていきます。

NS・PT間の密な情報共有
が、それぞれの利用者様
の新規介入増につながり
ました。

訪
問
介
護

前年度に続き、既存の利
用者様から新規のご相談
案件をいただけました。

信頼関係の構築もあっ
て、リピート案件を複数い
ただけました。

１０，８８９件/年で達成。

① 明るく雰囲気の良い職場
づくり

① 節目ごとに行事を行い、
団結を図る努力を行いま
した。
新年会、歓送迎会、忘年
会等

訪
問
看
護

①

②

③

明るく雰囲気の良い職場
づくり

介護、医療保険制度の理
解を深め前スタッフへの
周知の徹底を図る
職員のスキルアップのた
めの外部研修

①

②

③

①

②

計画的な人材育成
・ 内部研修の充実
・ 外部研修への参加の検
　 討（リモート）
・ 各種資格取得の支援
　　　対外交流の検討
　　　（リモート他）

技能実習生の育成と生活
支援

①

②

①

②

➂

④

訪
問
介
護

①

②

職員の質の向上のための
法人内外研修への参加

資格取得のバックアップ

①

②

各種資格取得の支援

施設内外の研修参加

職員の離職の防止

技能実習生の育成

新人育成はこれまで通り
計画的に実施。外部研修
はコロナ感染予防のため
控えています。
介護福祉士合格者1名(入
所)

1～3期生はこれまで退職
することなく元気に勤務さ
れており、施設になくては
ならない人材へ育ってい
ます。4期生はR6.8配属予
定です。

人
材
育
成

①

②

➂

④

⑤

多様化するニーズ、変革
する介護に対応できる職
員の育成

スキルや経験等に応じ、
施設内外研修に積極的に
参加できる体制の構築

WEB研修への積極参加

ホスピタリティ力向上の推
進

技能実習生の受け入れ
の体制構築

①
②
➂

④

 
⑤

新型コロナや人員不足が
影響し、計画的な育成や
研修の参加が困難で、参
加頻度は部門で偏りが見
られました。

利用者様や他事業所に
挨拶や言動が足りず、苦
情につながるケースがあ
りました。

技能実習生が安心し生活
や業務が行えるような支
援が出来ました。

①

②

➂

福祉人材の定着

リーダー層の育成

多様な人材が活躍できる
職場づくり

①

②

➂

職員人材すべての方の定
着とはいきませんでした
が、技能実習生３期生３
名に助けられました。

役職の法人研修等にも参
加し精神的に意識にも変
化がみられ各スタッフとの
コミュニケーションを有効
にとれるようになりまし
た。

技能実習生も含め個人の
能力に応じた勤務体制作
りを行いました。

①

②

質の向上と信頼される事
業所づくり

法人内各施設との連携強
化

①

②

訪
問
看
護

①

②

ＩＣＴ活用による業務効率
化（効率的な事務作業の
検討）

ＮＳ、ＰＴとの密な情報共
有

①

②

①

②

③

①

②

①

②

法人内、各施設各事業所
との連携強化

回診（平尾荘診療所）時、
訪問看護てんじゅと
　の連携を図っていく

①

②

各種マニュアルの指針の
整備を行いながら次年度
の委員会設置、開催に向
けての準備を行っていま
す。

老健からの在宅復帰にお
いて、法人在宅部門との
連携を密に進めていま
す。

各部門との連携作業に
PCを活用する等ICT化に
努めています。

①

②

訪
問
介
護

業
務
プ
ロ
セ
ス

①

②

➂
　

　
➃

在宅から施設へ生活の場
が移っても、自立した尊厳
ある生活が送れるよう支
援を行う。

安定した職員の確保と効
率的な職員の配置

委員会の見直し

事業継続計画作成
（感染症（新型コロナ）・災
害）

①

②

➂
　

　
➃

家族様と連携し、利用者
様の想いを尊重し自律し
た生活がおくれるよう個別
ケアの見直しを行いまし
た。

人員不足が続いていま
す。又、デイでは売り上げ
の低下に伴い人件費を意
識した配置を行いました。

介護保険改定もふまえ見
直しを行いました。

感染症と災害の事業継続
計画書を作成しました。

①

②

➂

①

②

③

安全で安心あるサービス
の提供
・ 各種業務マニュアルの
　 適正化
・ ヒヤリハット報告等の分
　 析と改善

法人内事業所間連携の
推進

部門間連携の推進

①

②

１名で５件/日の継続
（５，０００件/年以上）

離職率改善のための職場
内環境づくり

①

②

安心・安全な施設・設備
環境の整備

事業継続マネジメントの
実践

感染対策の徹底

①

②

➂

補助金事業を利用し、多
床室の個室化工事を行い
ました。感染症対策及び
プライバシー確保に役立
ちます。

コロナ感染5類移行後の
令和5年度は2度のクラス
ターを経験しました。各部
門役職が行うべき事を理
解し早期解決を目指し協
力し合えました。

職員出勤時抗原検査・手
指消毒の徹底を行うもコ
ロナ感染拡大し2度クラス
ターになりました。

①

②

訪
問
看
護

①

②

個別サービスの質、利用
者満足度の向上

利用者様、ご家族との信
頼関係の構築

訪
問
介
護

①

②

③

④

⑤

①

②

③

①

②利
用
者
・
家
族

①
　

②

③

④

家族会の実施

感染症対策の上で、部門
ごとで季節感を感じられる
イベントや楽しく気分転換
ができる企画の開催を推
進します。

周辺環境や施設内の感
染状況を見極め面会を実
施

看取り介護の継続

①
　

②

③

④

4年ぶりに開催し意見交
換できました。

さえずり祭りやクリスマス
会・餅つき大会等久しぶり
に開催しました。

感染状況を見極めルール
を決めた中で感染リスク
を軽減し再開しました。

医師の関係で10月から再
開しましたが、対象者は
ありませんでした。

①

②

➂

入所稼働率99.5％以上

入院者数・入院日数の最
小限化

通所稼働率88.0％以上

ケアマネ担当件数39件/
人以上 （ケアマネ常勤換
算7.8人　3,500件/年以
上）

コスト意識の醸成

①
②

③

④

⑤

①

②

在宅復帰後の生活支援
・ 法人内サービス活用の
　 推進
・ 在宅復帰後の積極的な
 　情報収集
・ 居宅支援事業者との緻
　 密な連携

詳密な利用者様、家族様
とのコミュニケーション
・ 扶養者への伝達、相談
・ 扶養者の安心につなが
　 る相談体制

高稼働率と加算型の維持
・ 入所稼働率98.0%以上
・ 入所在宅復帰率30％以
　 上
・ 通所稼働率88.0%以上

諸経費の点検、見直し
・ 設備機器の安定稼働
・ サービスの質の向上に
　 係る設備機器検討
・ 職場環境改善に係る設
　 備機器等の検討

入所98.80％と目標値に
届きませんでした。

通所87.73％と目標値に
はわずかに届きませんで
した。

居宅目標値3,500件/年に
対し4,300件/年で目標を
達成することができまし
た。

物価高騰の影響を受けな
がらガス・電気等代前年
対比約12.6％減(約480万)
なりました。

サービスの記録と情報開
示

福祉サービス提供事故等
の未然防止

職員教育・研修の充実

①

②

➂

面会も思うようにできない
中　職員より家族様へ手
紙（写真）や電話等ででき
る限りの現状報告行う。

事故等未然防止には意
識し行動してまいりました
が事故ゼロにはつながり
ませんでした。

月初めに、役職のみの研
修や月に一度職員会議
の中で各委員会からの研
修を行ってきました。

①

②

財
　
　
務

①

②

③

④

⑤

　⑥

入所、ショート稼働率
99.5%以上

デイサービス稼働率
85.0％（34名/日）以上

ｹｱﾏﾈ常勤換算7.8名/登
録270件（内1名在介兼
務）

入所、ショート共に待機者
の確保

常勤医師は加算不可も報
酬や看護体制加算の見
直しで利益は増えます。

人件費の意識

①

②

③

④

⑤

　⑥

入院増とコロナ感染の影
響もあり、98.9%と目標に
届きませんでした。

登録者を増やすことが出
来ず67.8%（27.1/日）と厳
しい結果でした。

105.7%　285名と目標を達
成出来ました。

長期利用の希望が少ない
状況が続いています。

取れる加算は取ることが
できました。

意識をして取り組みました
が退職者も増え求人にか
ける費用が増えていま
す。

①

②

③

④

⑤

① 地域貢献の更なる定着 ① 登録者数
１０６名 → １１８名
に増やすことが出来まし
た。

訪
問
看
護

①

②

地域貢献の更なる定着

様々な医療ニーズへの対
応継続と各分野との密な
連携の取り組み

①

②

月により増減はあります
が一年を通して定着傾向
にありました。

看取り件数も増え、関連
分野との迅速で密な連携
が図れています。

訪
問
介
護

①

②

➂

地域の方にグループホー
ムのことを認知していただ
けるように、また好感を
もっていただけるように、
ご利用者と行動（散歩）を
共にする。

地域の行事や活動への
協力参加

火災、災害時地域との連
携（消防訓練）

①

②

③

サービス内容の質の向上

法人内での相談内容の共
有

①

②

①

②

③

④

①

②

➂

ご入居者への満足度調査
の実施

地域、ご家族との関係性
の継続

施設内外での取り組みと
その情報発信

①

②

③

④

高稼働率の継続
 居室稼働率　96.0％以上

法人各サービスの稼働率
への貢献

介護保険の高算定率確
保

各種経費節減

地域の公益的な取り組み

地域から信頼されるため
の情報発信

BCP対策策定

①
②

➂

8月に地域との交流として
さつき野祭りに参加する
10月には天寿会祭りとし
て地域の方向けにお祭り
を行いました。

BCP対策としまして計画
書着手しました。

①

②

③

在宅復帰支援
・ 在宅復帰先の関連機関
　 の開拓
・ リハビリ･栄養･口腔ケア
　 体制の外部連携

BCP対策の推進
・ マニュアルの見直し
・ 備蓄の整備推進

地域交流活動の推進

①

②

③

地
域
貢
献

①

　
②

③

　
④

地域での諸活動を通して
認知度を高め、地域の方
が気軽に立ち寄っていた
だけるような施設づくりに
取り組む。

サ高住さえずりと連携し、
長く安心してご利用してい
ただけるようにします。

火災、災害時の地域との
連携

新年度より新たに富田林
市の在宅介護支援セン
ターの役割を担います

①

　
②

③

　
 

④

葛城中学校フェスタに参
加しました。又、ファインス
テージ藤沢台総会に会議
室を貸与しました。

入居、通所共に積極的な
取り組みは行えませんで
した。

コロナの影響で、消防署
や地域との訓練は出来ず
自主訓練のみでした。

初めての取り組みでした
が、積極的に関わること
が出来てきています。

①

②

➂

　令和５年度　　　事業報告

地域密着型介護老人福祉施設　さえずり 介護老人福祉施設　平尾荘 介護老人保健施設　ホットスプリング美原 訪問介護事業所　訪問看護事業所　てんじゅサービス付き高齢者向け住宅　さえずり

ルートの見直し　早朝・夜
間の訪問件数調整、休憩
時間確保を行っていま
す。

新規採用後、同行回数を
増やし、質の高いサービ
スの統一化、職員間の
サービスについての共
有。

礼節に注意し、連絡帳や
メールにて報告を行いま
した。

定期的に巡回し、スタッフ
にサービスの適正や質の
向上のためのフィートバッ
クを行っています。

グループメールを作成し、
情報共有できる場を構築
しました。

①

②

➂

①

②

③

個別サービスの質、利用
者満足度の向上

利用者様、ご家族との信
頼関係の構築

年間７，４６３件と目標を
下回りしました。

年間１１，０９２件と目標は
クリアできていますが前
年度と比較すると減少が
みられています

年間通じ特別指示書での
介入がみられました。

訪
問
看
護

①

②

③

ＮＳ１名で５件/日の継続
（７，５００件/年以上）

ＰＴ１名で５件/日の継続
（８，０００件/年以上）

より高い稼働率及び医療
保険の算定

①

②

グループホーム　ファミリーハウス美原

おひとりお一人に合わせ
て地域内をお散歩したり
玄関先で外気浴などを
行ってきました。

新型コロナ感染、インフル
エンザ感染があり参加す
ることが出来ませんでし
た。

近隣の方に消防訓練の
声掛けをしましたが参加
して頂く事は出来ません
でした。

稼働率98.83％で 達成す
ることが出来ました。

毎月平尾荘居宅のケアマ
ネに同行して頂いて営業
に取り組んでいます。

地域連携、家族様と細目
に連絡を取り調整をして
いきました。

家族様の要望に対応させ
ていただきました。

常に意識を持ち業務に専
念しました。

新型コロナやインフルエン
ザ感染の影響で実施する
ことが出来ませんでした。

毎月の行事の連絡やおひ
とりお一人に写真と簡単
なコメント入れさせていた
だき郵送しています。

散発する新型コロナやイ
ンフルエンザ感染症によ
り、勉強会を開催すること
が出来ませんでした。

法人内のケママネにもご
挨拶に伺い、各施設や事
業所に毎月営業に伺って
います。

R６年１月からあらたホー
ムクリニックの医師に変
更になりました。密に連携
を図っております。

①

②

③

老健の大前提にある在宅
復帰を全面に出し、家族
様、利用者様の不安を取
り除けるようカンファレン
スを実施しています。

面会は対面とデジタル面
会を併用し、利用者様、
家族様の安心に繋がるよ
うコミュニケーションを図っ
ています。

①

②

２年が経過し周知されて
いる手ごたえはつかんで
います。特養さえずりが今
まで地域活動を進めてい
た成果も大きいと感じて
います。

認知度アップにより待機
者確保が継続して行えて
います。施設内の活動内
容も周知できている。

サ高住以外の施設が多
数あることで、入居相談
の内容にも幅があり、結
果的に入居者への生活
の安心材料になってい
る。
稼働率は目標値９６．０％
に対し、９８．８３％と「＋
２．８３％」と上回る結果と
なりました。

前年度と同様に通所系
サービス利用へつなぎ、
とりわけ通所リハの案件
が大きく伸びたと感じてい
ます。

機会を逃さず区分変更を
行い、ケアマネジャーと共
同で介護保険利用に繋げ
ることができました。

特に電気代は不必要な箇
所を検討し、節電に繋げ
ることができました。

施設内や食事内容など各
アンケートやひとりひとり
からヒヤリングを行い満
足度向上に努めました。

コロナウィルス感染があ
り、面会制限を余儀なくさ
れたことはありましたが、
それ以外は面会の制限な
く家族様とも良い距離感
で関係性を築くことができ
ました。

外食レクリェーションや特
養さえずりの祭りに参加
するなどの内容を家族
様、事業所へ発信できま
した。ＢＣＰ対策作成に着手し、
災害時や感染症蔓延に
対する事業継続のための
具体策や意識を高めまし
た。

ホットスプリングへ施設紹
介を主に行いましたが、
特養さえずりへも転所で
きる方の紹介など連携も
図っていきました。

キャリアが浅い職員への
内部研修を行いスキル向
上に努めました。

有資格者もさらなる資格
取得のためフォローを行
いました。また、無資格者
数名も有資格者となり活
躍することができていま
す。

R4年度38%(36名)
R5年度35.7%(51名)
新型コロナの影響を受け
ながらも復帰率の維持す
る事ができました。

BCP対策委員会の設置に
向けて土台作り(マニュア
ル、指針の整備、見直し
等)を行いました。

新型コロナ感染予防のた
め交流の場は自粛にあり
ました。

入所稼働率99.3%
在宅復帰率35.7%
通所稼働率91.0
%新型コロナ感染は利用
者様、職員ともにありまし
たがクラスターにはなら
ず、高稼働率の維持がで
きました。

前年度に比べオムツ代は
節約（R4年度115.3%→R5
年度84.1%）できましたが、
日用品、福祉用具等（プラ
手、清拭、紙おしぼり等）
社会情勢も影響し、支出
は多くなっています。

甲種防火管理者講習参
加

法人内の研修参加とリ
モート研修

メンタルケアを行いまし
た。
体力的に離職された方が
２名おられました。

今年度入職される方はお
られませんでした。

①

②

➂

地域へのさらなる理解と
共存

情報発信の継続

法人内で連携したPR
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大衆演劇　りすの会

R５年度

年間新規入所者総数 9名 10名 年間利用延人数 10,818名 11,239名
【短期入所】 R４年度【入所】

937名

年間平均稼働率（定員58名） 99.99% 98.97%

19名 42名 月平均利用者数年間退所者総数

R４年度 R５年度

902名

1,729
1,759

1,730

1,801 1,803

1,683

1,737
1,711

1,788 1,784

1,697

1,787

99.37%

97.83%

99.43%

100.17% 100.28%

96.72% 96.61%

98.33%

99.44% 99.22%

100.89%

99.39%

90%

91%

92%

93%

94%

95%

96%

97%

98%

99%

100%

101%

102%

103%

104%

1,500名

1,600名

1,700名

1,800名

1,900名

2,000名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域密着型特養 さえずり 【入所・短期入所・介護予防短期入所】 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

Ｒ5度延人利用者数 Ｒ5度 稼働率（％）

0

1

0

2

0

1 1

2 2

0 0

1

4

4

6 4

5

5

3

4

3

2

1

1

0名

2名

4名

6名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【新規入所･退所者】 動向

R5度 入所

R5度 退所

3.40

3.80

4.20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

【入所系】 月別平均介護度推移

Ｒ4度 平均介護度

Ｒ5度 平均介護度

令和５年度 平均稼働率 98.97％

令和５年度 平均介護度 4.04

富田林市

100%

令和５年度

保険者実績

～ 入 所 ～

富田林市

82%

堺市

7%

河南町

3%

羽曳野市

３％

その他

５％

令和５年度

保険者実績

～短 期 入 所～

～予防短期入所～



4 2 5 1 1 1 2 4 2 3 5 2

21

25

6
9

6

11

8

10

8

19

10

11

0名

10名

20名

30名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所介護】

【新規/復帰者・休止/終止者】 動向

R5度 新規・復帰者

R5度 休止・終止者

富田林市

70%

大阪狭山市

16%

堺市

6%

その他

8%

令和５年度

保険者実績

～ 通 所 介 護 ～

～ 予防通所介護 ～

696
760 749 754

728 729 720
687 673

615 620 633

69.60%
71.85% 72.02% 72.50%

70.00% 70.10% 69.23%
66.06% 64.90% 64.06%

62.00% 60.87%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

400名

500名

600名

700名

800名

900名

1,000名

1,100名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域密着型特養 さえずり 【通所介護・介護予防通所介護】 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

R5度 延利用者数 R5度 稼働率

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

【通所介護】 月別平均介護度推移

R4度 平均介護度

R5度 平均介護度

令和５年度 平均稼働率 67.77％

令和５年度 平均介護度 2.07



103名 96名 99名 105名 111名 114名 112名 110名 119名 107名 114名 113名

173名 176名 176名
179名 173名

179名
169名

182名 180名

167名
176名 178名

7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人

1.80 1.84 1.84 1.82 1.77 1.78 1.79 1.84 1.79 1.77 1.79 1.77 

0

2

4

6

8

0名

100名

200名

300名

400名

500名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

さえずり居宅支援事業所 算定利用者数および 在籍ケアマネ数動向

R5度 要支援 延人数(名) R5度 要介護 延人数(名) 在籍ケアマネ数 平均介護度

堺市

73%富田林市

22%

その他

5%

さえずり居宅支援事業所

保険者

要支援１

16%

要支援２

22%

要介護１

19%

要介護２

15%

要介護３

14%

要介護４

9%

要介護５

5%

さえずり居宅支援事業所

介護区分

平均介護度 １.８０
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【入所】 R４年度

20件

R５年度

19件
23件

年間利用延人数 6,137名
511名

20件

年間平均稼働率（定員89名）

年間退所者総数

年間新規入所者総数

R５年度

6,533名
【短期入所】

544名

97.80% 98.08%

月平均利用者数

R４年度

3.80

3.90

4.00

4.10

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【入所系】 月別平均介護度推移

R4度 平均介護度

R5度 平均介護度

1

2

1 0 1 4 3 1 0 0 3

3

0

1

3

2 1

2

1

0

3

1

3

3

0名

2名

4名

6名

8名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【新規入所 ･ 退所者】 動向

Ｒ5度 新規入所

Ｒ5度 退所

2,683 2,727 2,674 2,717 2,723 2,670 2,776 2,676 2,604 2,622
2,435

2,673

100.49 

98.84 
100.15 

98.48 98.70 
100.00 100.62 

99.10 94.38 95.03 94.34 
96.88 

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

105%

110%

1,000名

1,500名

2,000名

2,500名

3,000名

3,500名

4,000名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特養 平尾荘 【入所・短期入所・介護予防短期入所】 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

R5度 延人利用者数 R5度 稼働率（％）

令和５年度平均介護度 3.94

令和５年度 平均稼働率 98.08％

堺市

60%

富田林市

18%

羽曳野市

9%

その他

9%

松原市

4%

令和５年度

保険者実績

～ 入 所 ～

堺市

64%

富田林市

24%
その他

15%

松原市

7%

令和５年度

保険者実績

～短 期 入 所～

～予防短期入所～



8

274
284 277

290

265 261
278 282 280

256 259
247

91.33 

87.65 88.78 

92.95 

84.94 
83.65 

89.10 
90.38 89.74 88.89 

86.33 

79.17 

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120名

160名

200名

240名

280名

320名

360名

400名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特養 平尾荘 【通所介護・介護予防通所介護】 月別稼働率 ・ 月別延利用数

Ｒ5度 延利用者数 R5度 稼働率

1 3 1 1 0 1

4

1 1
0

2

2

2

2

0

3

1

5

2

3

2

4

1

0名

3名

6名

9名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所介護】

(【新規/復帰者・ 休止/終止者】 動向

Ｒ5度 新規・復帰者

Ｒ5度 休止・終止者

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所介護】 月別平均介護度推移

Ｒ4度 平均介護度

Ｒ5度 平均介護度

令和５年度平均介護度 2.62

令和５年度 平均稼働率 87.74％

堺市

100%

令和５年度

保険者実績

～通 所 介 護～

～予防通所介護～
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135名 133名 133名 132名 133名 130名

132名

133名 127名 127名 125名 129名

224名 221名 227名 235名 214名 215名

237名

221名 231名 231名 235名 232名

8人 8人 8人 8人 8人 8人 8人 8人

9人 9人

8人 8人

1.64 1.62 1.66 1.67 1.58 1.64
2.11

1.40 1.66 1.66 1.72 1.68

0人

2人

4人

6人

8人

10人

0名

100名

200名

300名

400名

500名

600名

R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3

平尾荘居宅支援事業所 算定利用者数および 在籍ケアマネ数動向

要支援 要介護 在籍ケアマネ数 平均介護度

堺市

82%

松原市

9%

その他

9%

平尾荘居宅支援事業所

保険者

要支援１

20%

要支援２

17%

要介護１

21%

要介護２

21%

要介護３

11%

要介護４

6%

要介護５

4%

平尾荘居宅支援事業所

介護区分

平均介護度

１．６７



大衆演劇　りすの会

中止（新型コロナのため）

R５年度

3,259名

R５年度 【短期入所】

99.33%

【入所】

100名 147名

R４年度

年間退所者総数

年間新規入所者総数

272名76名

99.63%

年間利用延人数

月平均利用者数

R４年度

2,966名

247名150名

年間平均稼働率（定員100名）

2,972 2,997 2,984

3,100
3,022

2,978

3,094

2,974

3,103 3,105

2,909

3,115

99.07

96.68

99.47
100.00

97.48

99.27
99.81

99.13
100.10 100.16 100.31 100.48 

85%

90%

95%

100%

105%

2,500名

2,700名

2,900名

3,100名

3,300名

3,500名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

老健 ホットスプリング美原 【入所・短期入所・介護予防短期入所】 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

R5度 延利用者数 R5度 稼働率（％）

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.70

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【入所系】 月別平均介護度推移

R4度 平均介護度

R5度 平均介護度

令和５年度平均介護度 3.30

8 13 15 12 14 13 14 15 8 12 12 11

13

15
11

10

16
14 13 13

10

14

10 11

0名

10名

20名

30名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【新規入所者・退所者】 動向
R5度 新規入所

R5度 退所

令和５年度 平均稼働率 99.33％

堺市

44%

富田林市

25%

松原市

6%

河南町

6%

その他

16%

令和５年度

保険者実績

～ 入 所 ～

堺市

79％

富田林市

13％

[分類名]

9％

その他

7%

令和５年度

保険者実績

～ 短 期 入 所 ～

～予防短期入所～

309人

124人 120人 124人
103人

75人 79人
60人 62人 62人 58人 62人

279人

248人 233人 248人

216人
186人

180人 186人 180人 173人 167人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和５年度 無料定額介護老人保健施設利用事業

減免適用者

生活保護受給者8.00%
9.00%

10.00%
11.00%
12.00%
13.00%
14.00%
15.00%
16.00%
17.00%
18.00%
19.00%
20.00%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和５年度 減免割合 （年平均13.39％）



9/7　～　9/10 4
10/26　～　10/29 4
11/16　～　11/19 2
12/14　～　12/17 3
1/11　～　1/15 3
3/1　～　3/4 4
3/8　～　3/11 3

8/24　～　9/11 5

太成学院大学
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20名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所リハ】

【新規/復帰者・休止/終止者】 動向

R5度 新規・復帰者

R5度 休止・終止者

1.50

1.70

1.90

2.10

2.30

2.50

2.70

2.90

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【通所リハ】

月別平均介護度推移

R4度 平均介護度

R5度 平均介護度

令和４年度 平均稼働率 2.39

919

1,009
942 918

847
890

955 956 948
895

961
1,010

91.90 93.34
90.58

88.27

81.44
85.58

91.83 91.92 91.15
93.23

96.10 97.12

400名

600名

800名

1,000名

1,200名

1,400名

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

老健 ホットスプリング美原 【通所リハビリ・介護予防通所リハビリ】 月別稼働率 ・ 月別延利用者数

R5度 延利用者数（日曜除く） R5度 稼働率（日曜除く）

令和５年度 平均稼働率 91.04％ （ 日(無)）

堺市

71%

富田林市

17%

羽曳野市

4%

松原市

3%

その他

4%

令和５年度

保険者実績

～ 通 所 リ ハ ～

～予防通所リハ～

500人

600人

700人

800人

900人

1,000人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

【通所リハ】

算定区分数（4～2月）

R4年度 平均846名

R5年度 平均806名

200,000円

600,000円

1,000,000円

1,400,000円

1,800,000円

2,200,000円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

リハビリ関連加算実績（入所 ＋ SS ＋ 通所）

R4年度 計15,210,965円

R5年度 計17,752,639円



1.20

1.70

2.20

2.70

3.20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【グループホーム】 月別平均介護度

R４度 平均介護度

R５度 平均介護度

堺市

100%

令和５年度

保険者実績

～グループホーム～

平成28年度 平均稼働率 ●％

令和５年度 平均介護度 2.22

540名 549名

510名

556名 546名
522名

558名
540名
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522名

559名

100.00%
98.39%

94.44%

99.64%
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96.67%

100.00% 100.00% 100.00%
98.75%

100.00% 100.18%
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400名

450名

500名

550名

600名

650名

700名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

グループホームファミリーハウス美原 月別稼働率・ 月別延利用者数

R５度 延利用者数 R５度 稼働率（％）

令和５年度 平均稼働率 98.83％
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【サービス付き高齢者向け住宅さえずり】 月別平均介護度

R４度 平均介護度

R５度 平均介護度

富田林市

67%

堺市

46％

大阪狭山市

5%

河内長野市

3%

令和５年度

保険者実績

～サービス付き高齢者向け住宅 さえずり～

平成28年度 平均稼働率 ●％

令和５年度 平均介護度 2.70
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サービス付き高齢者向け住宅さえずり 月別稼働率・ 月別延利用者数

R５度 延利用者数 R５度 稼働率（％）

令和５年度 平均稼働率 98.80％
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【サービス付き高齢者向け住宅 さえずり】

【新規入所者 ・ 退所者】 動向
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